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研究成果の概要（和文）：本研究では、初等中等教育における情報教育の中で、情報の科学的な

理解を効果的に扱うための教育手法であるコンピュータ・サイエンス・アンプラグドの本質を

解明し、新学習指導要領における中学校「技術・家庭」および高等学校「情報」の授業で活用

することが可能な改良と独自の教材開発を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, we revealed the essence of “CS Unplugged” which 
is the educational technique for treating a scientific understanding of information 
effectively. We also improved the teaching-materials which can be utilized in junior high 
schools and high schools. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学、科学教育 
キーワード：自然科学教育 
 
１．研究開始当初の背景 
学習指導要領の改定により、中学校と高等学
校において「計測・制御」および「社会と情
報」または「情報の科学」の学習が必須にな
り、情報の科学的な理解をわかりやすく教育
するための教材と教授方法の必要性が高ま
った。 
 
２．研究の目的 
本研究では、情報の科学的な理解を効果的に
扱うための教育手法として、国際的に定評が
あるコンピュータ・サイエンス・アンプラグ
ド（CS アンプラグド）に着目した。CS アン

プラグドを中心とした情報の科学的な理解
を促進するための手法を解明することを目
的とする。	 
 
３．研究の方法 
情報の科学的な理解を効果的に促進するた
めに 5つの研究を行った。	 
(1)CS アンプラグドが情報の科学的理解の教
育に効果がある理由の分析。	 
(2)新学習指導要領の内容との対応分析およ
び授業での評価実験。	 
(3)新学習指導要領に合わせた CSアンプラグ
ドの改良と、新しい教材の開発。	 
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(4)児童生徒の科学的な興味を啓発するため
の、科学教室等での評価実験。	 
(5)計測・制御、手順的な自動処理、情報シ
ステム等の理解への発展。	 
	 
	 
４．研究成果	 
	 
(1)CS アンプラグドが情報の科学的理解の教
育に効果がある理由の分析については、高等
学校の授業におけるアルゴリズム学習を題
材に分析を行い、通常の授業と比較して CS
アンプラグドを用いた学習では学習内容の
学習者による発見、グループによる議論、定
着させるための教具を用いた実習に効果が
あることを明らかにした。図はソーティング
の学習に用いる天びんと、それを改良した仮
想天びんである。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
(2)新学習指導要領の内容との対応分析およ
び授業での評価実験では、小学校における全
教科の指導要領および教科書の分析を行い、
情報の科学的な考え方が小学校においても
有効であることを明らかにした。続いて中学
校技術科と高等学校情報科についても分析
を行い、CS アンプラグドが効果的に利用でき
る単元とその利用法を明らかにした。	 
	 
(3)新学習指導要領に合わせた CSアンプラグ
ドの改良と、新しい教材の開発については、

中学校と高等学校で CS アンプラグドを授業
に導入する実験を実施した。オリジナルの教
材を使用した場合と、改良した教材を使用し
た場合で生徒の理解度を比較した結果、適切
な改良を行うことが生徒の理解度を向上さ
せることを明らかにした。図はネットワーク
通信を学習するオリジナルの教材とそれを
授業用に改良した教材の様子である。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
また、この研究では幅広い学習者に対応する
目的から、身体障害者の学習に関する研究を
行った。図は、学習を補助する教具と三次元
仮想空間で学習を行う様子である。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
(4)児童生徒の科学的な興味を啓発するため
の、科学教室等での評価実験については、国
際情報科学コンテスト「Bebras」を国内で実
施するとともに、日本からも本研究の成果を
利用した問題を提案し、各国で出題されるな
どの成果があった。図は、日本で実施した国
際情報科学コンテストの情報提供 Web サイト
である。	 
	 
	 
	 



	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
(5)計測・制御、手順的な自動処理、情報シ
ステム等の理解への発展については、情報の
科学的な理解の研究成果を応用することに
より、プログラミングの理解に関する研究と、
データベースを教育するためのシステムの
研究を行うことができた。図は、制御教育よ
うに開発したプログラミングシステムの画
面例である。	 
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